
令和８年９月１日（火曜日）

札 幌 市

2026年度第９回
定例市長記者会見



■会議開催期間
　９月８日(火)～１０日(木)

■世界冬の都市市長会（ＷＷＣＡＭ）
　 「冬は資源であり、財産である」というスローガンの下、　
まちづくりを学び合う世界９カ国２１都市が会員となって

いる国際ネットワークで、札幌市長が会長を務めている。

「第２１回世界冬の都市市長会議」に伴う出張について①

▲世界冬の都市市長会ロゴマーク

■開催都市
　フィンランド・ロヴァニエミ市



▲第２０回市長会議（２０２４年・札幌）

■メインテーマ
　冬の都市における持続可能な都市イノベーションと
　健康的で活動的なライフスタイル

■サブテーマ
　① 気候に配慮した冬の都市を目指す
　　 都市イノベーション
　② 冬の都市での健康的で活動的な
     ライフスタイル

「第２１回世界冬の都市市長会議」に伴う出張について②



「第２１回世界冬の都市市長会議」に伴う出張について③

■主なプログラム
・環境保全に関する行動目標の最終報告
　「エネルギーの転換と削減に関する取り組み」と「大気汚染な

どに関する環境保全の取り組み」について、各都市の取組成果
について、最終報告を行う。

・市長会議セッション
　ゲストスピーカーによる基調講演や会員都市からの事例発表

・全体会議
　世界冬の都市市長会としての今後の取り組みの方向性や目標を
記した「ロヴァニエミ宣言」を採択予定
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●「第21回世界冬の都市市長会議」に伴う出張について 
 

9月8日（火）～10日（木）の3日間、フィンランド・ロヴァニエミ市で開催される「第

21回世界冬の都市市長会議」に出席します。 

世界冬の都市市長会は「冬は資源であり、財産である」というスローガンの下、世界中

の冬の都市が集まり、冬の技術やまちづくりの取り組みを学び合うためのネットワーク

で、1981年に札幌市が提唱した国際会議です。 

冬の課題を抱える多くの都市同士で「持続可能な都市イノベーション」や「冬の都市な

らではの健康的で活動的なライフスタイル」について話し合い、今後のまちづくりに生か

してまいります。 

 

１　主なスケジュール 

　　2026年9月8日（火）～10日（木）＜3日間＞ 

日程 スケジュール内容 

9月8日（火） 

・世界冬の都市市長会総会 

・環境保全に関する行動目標の最終報告 

・開会式 

・市長会議セッション（事例発表）：サブテーマ① 

・開催市（ロヴァニエミ市）主催レセプション 

9月9日（水） 

・市長会議セッション（事例発表）：サブテーマ② 

・冬の見本市 

・市内視察 

・世界冬の都市市長会会長（札幌市長）主催夕食会 

9月10日（木） ・全体会議 

 

２　札幌市出席者 

　　秋元市長、市長秘書1人、前田市長室長、国際部職員5人　計8人 

 

３　参加予定都市等 

　　世界冬の都市市長会会員都市およびオブザーバ都市の市長または代理者4カ国7都市　

　　（うち会員都市は4カ国6都市） 

国・地域 都市 

中国 長春（チョウシュン） 

フィンランド ロヴァニエミ＜会議開催都市＞、イナリ＜オブザーバー都市＞ 

日本 札幌 

韓国 華川（ファチョン）、麟蹄（インジェ）、太白（テーベク） 

　　※下線の都市は世界冬の都市市長会会員ではないオブザーバー参加都市 

　　※この他、学術機関等、6団体の関係者もオブザーバーとして参加予定 

 

４　会議テーマ 

　(1) メインテーマ 

　　  冬の都市における持続可能な都市イノベーションと健康的で活動的なライフスタイル 

　(2) サブテーマ 

　　①　気候に配慮した冬の都市を目指す都市イノベーション 

　　②　冬の都市での健康的で活動的なライフスタイル 

 



 

５　主な会議プログラム 

　(1) 世界冬の都市市長会総会 

　　　会員都市が集まり、役員改選や予算・決算、事業計画などについて協議する。 

　(2) 環境保全に関する行動目標の最終報告 

　　　第19回市長会議（ロヴァニエミ市）での決議に基づき、「エネルギーの転換と削減

　　に関する取り組み」と「大気汚染などに関する環境保全の取り組み」について、各都

　　市が可能な限り数値目標を盛り込んだ行動目標を設定し、第20回市長会議（札幌市）

　　にて中間報告を行っていた。この各都市の取組成果について、最終報告を行う。 

　(3) 開会式 

　　　開催都市代表であるロヴァニエミ市長や、世界冬の都市市長会会長である秋元市長

　　からの挨拶など、参加都市等が一堂に集まるオープニングセレモニーを行う。 

　(4) 市長会議セッション 

　　　上記サブテーマに沿って、ゲストスピーカーによる基調講演や会員都市からの事例

　　発表を行い、それぞれの都市の経験や知識を互いに学びあう。 

　(5) 全体会議 

　　　市長会議の協議結果を総括し、世界冬の都市市長会としての今後の取り組みの方向

　　性や目標を記した「ロヴァニエミ宣言」を採択する予定。 

 

６　同時開催イベント 

　　会員各都市がPR等を行う「冬の見本市」を、9月9日（水）午後に開催。 

　　札幌市からは、都市PRのほか、2027年1月に札幌市で開催される「札幌国際芸術祭　

　2027」のPRなどを行う。 

 

【問い合わせ先】 

総務局国際部交流担当課　佐藤、平塚 

電話：211-2032、ファクス：218-5168 
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●世界冬の都市市長会の概要について 
 

１　概要 

　　「冬は資源であり、財産である」というスローガンの下、世界中の冬の都市が集まり、冬

の技術やまちづくりの取組を学び合うためのネットワーク。 

1981年に札幌市が「北方都市会議」を提唱し、翌年、第１回の市長会議が開催された。 

2004年、冬の課題を抱えるより多くの都市同士で“快適な冬のまちづくり”について話し

合うため、会員の対象範囲を拡大し、名称も「世界冬の都市市長会」とした。 

 

２　冬の都市の定義 

　　積雪または寒冷という気象条件の下でまちづくりを行う都市 

　　・積雪の基準：1年間のうちで積雪量の最大値がおおむね20㎝以上となること 

　　・寒冷の基準：1年間のうちで最も寒い月の平均気温がおおむね0℃以下となること 

 

３　会員都市　9カ国21都市（2026年9月現在） 

国　名 都　　　市　　　名 

カナダ エドモントン 

中国 

長春（チョウシュン）、大慶（ダイケイ）、ハルビン、ジャムス、吉林

（キツリン）、鶏西（ジーシー）、牡丹江（ボタンコウ）、チチハル、

瀋陽（シンヨウ） 

エストニア ヴィームシ 

フィンランド ロヴァニエミ 

日本 札幌 

モンゴル ウランバートル 

韓国 華川（ファチョン）、麟蹄（インジェ）、太白（テーベク） 

ロシア マガダン、ノリリスク、ノボシビルスク 

米国 アンカレッジ 

 

４　主な活動 

(1) 市長会議 

　　　　　2年に1度開催。これまで20回の会議が開催されており、都市計画、除排雪など冬の都市

のまちづくりや地球環境問題をテーマに市長同士が膝を交えて知見を共有する。 

(2) 小委員会 

　　　冬の都市の実務者および技術者が、冬の都市が抱える課題の解決に向けた先進事例など

を調査・研究する。 

(3) 実務者会議 

　　　原則として2年に1度、事務局都市である札幌市で開催。次回市長会議の開催計画案など

について協議する。 

　(4) 活性化事業 

 　　 世界冬の都市市長会のPRなどを通して、会員都市を増やし、会の活性化を図る事業。 

 

５　過去の取り組み 

(1) 第1期：冬の生活課題の解決＜第1回～第9回＞ 

初期の市長会議では、冬の都市が雪や寒さを乗り越え、快適な冬の生活を実現するため

「冬の生活課題」の解決に向けて議論を行ってきた。 
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(2) 第2期：冬の都市における地球環境問題＜第10回～第16回＞ 

2000年代になり、地球環境問題が世界的に大きな関心事となっていたことから、市長会議

でもこれをテーマに議論を交わし、冬の都市の環境保全の取組を国際社会にアピールしてき

た。 

(3) 第3期：冬の都市から発信する特色あるまちづくり＜第17回～＞ 

2016年札幌市長会議では「冬の都市のまちづくり」をテーマとして、冬の都市の気候の

特徴を生かしたまちづくりについて、議論を行った。また、この会議で採択された札幌宣

言に基づき、環境問題の解決に向けた取り組みも継続することとなった。 

 

■過去の会議 

会　　議　　名 開催地 期　間 参加都市・団体数 

第1回北方都市会議 札幌 1982/​2/​7～10 6カ国9都市 

第2回北方都市会議 瀋陽 1985/​9/​19～22 6カ国​10都市 

第3回北方都市会議 エドモントン 1988/​2/​13～15 ​12カ国​17都市 

第4回北方都市市長会議 トロムソ 1990/​3/​2～4 ​10カ国​20都市 

第5回北方都市市長会議 モントリオール 1992/​1/​17～21 ​11カ国​34都市 

第6回北方都市市長会議 アンカレッジ 1994/​3/​5～10 ​10カ国​30都市 

第7回北方都市市長会議 ウィニペグ 1996/​2/​9～12 9カ国​33都市 

第8回北方都市市長会議 ハルビン 1998/​1/​15～18 ​10カ国​49都市 

第9回北方都市市長会議 ルレオ/キルナ 2000/​2/​12～16 ​10カ国​26都市 

第10回北方都市市長会議 青森 2002/​2/​7～10 13カ国28都市 

第11回北方都市市長会議 アンカレッジ 2004/​2/​18～22 11カ国27都市 

第12回世界冬の都市市長会議 長春 2006/​1/​15～18 13カ国29都市 

第13回世界冬の都市市長会議 ヌーク 2008/​1/​18～20 8カ国22都市 

第14回世界冬の都市市長会議 マールドゥ 2010/1/20～22 11カ国18都市 

第15回世界冬の都市市長会議 ウランバートル 2012/1/13～15 7カ国13都市 

第16回世界冬の都市市長会議 華川 2014/1/16～18 4カ国12都市 

第17回世界冬の都市市長会議 札幌 2016/7/27～30 8カ国32都市 

第18回世界冬の都市市長会議 瀋陽 2018/9/12～14 21カ国46都市 

第19回世界冬の都市市長会議 ロヴァニエミ※ 2021/11/5、15～16 7カ国21都市 

第20回世界冬の都市市長会議 札幌 2024/12/17～21 8カ国21都市・団体 

　　※第19回会議はコロナ渦による渡航制限のためオンラインにて開催。　　 
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